
寄
せ
下
さ
い
。

電
話

ー

内
線

2
7

3
1
1
1

1
2
0

第

回
（
令
和

年
度
）

25

6

末
崎
町
民
文
化
祭
開
催

末
崎
地
区
公
民
館
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
実
施
で
き
な
か
っ
た
町
民
文
化
祭

を
５
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

今
年
度
の
文
化
祭
は
舞
台
部
門
は

実
施
で
き
ま
せ
ん
が
、
大
人
か
ら
子

供
ま
で
作
品
展
示
等
を
通
し
て
交
流

を
深
め
、
町
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
す

一
助
に
な
れ
ば
と
の
願
い
か
ら
開
催

す
る
も
の
で
す
。

期

日

月

日
（
土
）
～

10

26
日
（
日
）

27

会

場

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

(

作
品
展
示
・
呈
茶
・
バ
ザ
ー
等)

公
開
時
間
お
よ
び
内
容

（
公
開
時
間
）

月

日(

土)

午
前

時
～

10

26

9

午
後

時
5

月

日(

日
）
午
前

時
～

10

27

9

午
後

時
5

（
内
容
）

絵
画
・
墨
書
・
写
真
・
手
芸

工
芸
・
陶
芸
・
菊
花
・
生
花

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
作
品
他

※
好
評
頂
い
て
い
る
呈
茶
・
バ
ザ

ー
も
作
品
展
示
会
場
と
同
一
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

作
品
の
受
け
付
け

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
輪
投
げ
大
会
結
果

末
崎
地
区
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

（
長
寿
大
学
）
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
、
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
輪
投
げ

大
会
が

月

日
（
火
）
ふ
る
さ
と

9

24

セ
ン
タ
ー
体
育
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
男
女

名
が
参

27

加
し
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

優

勝

佐
々
木
君
江

準
優
勝

及
川
タ
キ

第
三
位

佐
藤
ヒ
デ
子

輪
投
げ
競
技

優

勝

畠
山
富
久

準
優
勝

田
畑
基
雄

第
三
位

管
栄
子

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変
ご

苦
労
様
で
し
た
。

※
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
様
子

※
輪
投
げ
競
技
の
様
子

デ
マ
ン
ド
交
通

運
行
始
ま
る

大
船
渡
市
は
、

月

日
よ
り

10

1

末
崎
地
区
に
お
い
て
デ
マ
ン
ド
交

通
実
証
実
験
運
行
を
始
め
た
。

同
日
の
早
朝
、
末
崎
地
区
公
民

館
駐
車
場
で
出
発
式
を
行
っ
た
。

渕
上
清
市
長
は
「
長
く
続
く
効

果
的
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
、
新
沼
眞
作

地
区
公
民
館
長
は
「
利
用
さ
れ
る

皆
様
を
し
っ
か
り
支
え
て
頂
き
た

い
」
と
挨
拶
。

運
行
業
務
を
担
う
高
田
交
通
代

表
取
締
役
佐
藤
保
様
は
「
市
と
連

携
し
な
が
ら
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
、
と
述
べ
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、
早
速
出
席
者

に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
高
田
交
通

の
佐
藤
代
表
が
車
両
を
運
転
し
、

予
約
の
あ
っ
た
住
民
宅
に
向
か
っ

た
。市

は
、
今
は
実
証
実
験
な
の
で
、

一
層
利
用
し
や
す
い
も
の
に
す
る

た
め
、
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
改

善
し
て
い
き
た
い
、
ま
ず
は
多
く

の
皆
様
に
デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用

し
て
頂
き
た
い
と
し
て
い
る
。

意
見
・
提
言
等
は
、
大
船
渡
市

役
所
企
業
立
地
港
湾
課
交
通
通
信

係
ま
で
電
話
ま
た
は
文
書
等
で
お

 

12 権現様の食べ物について(2)
(2)権現様が噛んでいたのはシトギ(おにぎり)

宮古市に国重要無形民俗文化財に指定さ
れている黒森神楽があります。その中の一
つに「シットギ獅子」という演目があり、
次のように記されています。
シットギ獅子は権現様に上げるシットギを
作った臼を庭に据えて、太刀や杵を持った
舞手が臼のまわりで七つ物を舞う。また、
権現様のオマブリ(お守り)として、シット
ギの汁を見物人の額や鼻筋に付けて回る。
そして、数目の演技が終わり、宿の床の間

に権現様を安置した場面の写真が、月山権現
と同じでした。このことは、月山神社の権現
様が噛んでいたのはオニギリでしたが、本来
はシトギであるべきものを、オニギリにした
ものと考えられます。
「粢(しとぎ)」についてインターネットで
調べたところ『しとぎ(粢)とは、生米を水に
ひたしてやわらかくし搗き砕いて作った食べ
物。一般には、神様への供えもの。火を用い
ないで調理する点で古い食べ物』とありまし
た。大船渡町の月山権現様も、大祭の御旅所
の休憩時間にはいつもこのようにしていると
のことでしたので、何時の頃からか宮古市の
黒森神楽と同じことをしていることがわかり
ました。

獅子舞・権現様・虎舞等について

月

日
（
木
）

午
後

時

分
～

10

24

3

30

午
後

時
5

月

日
（
金
）

午
前

時
～

10

25

9

午
後

時

分

3

30

※
作
品
の
搬
入
搬
出
は
出
品
者
本
人

が
行
う
。
作
品
は
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
に
持
参
の
こ
と
。

作
品
の
搬
出
は

月

日
（
月
）
午
前
中

10

28

地
域
交
流
会
「
ど
う
も

ど
う
も
♡

」

の
開
催
に
つ
い
て

末
崎

中
学
校
の
３

年
生
は
、
末

崎
中
学
校
と

し
て
最
後
の
年
度
の

締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
活
動
を

し
た
い
と

考

え

、

様

々

な

活
動

に

取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

取
り
組

み
の
ま

と
め
と
し
て

地
域
の
方
々

と

の
交
流
を
図

る
た
め
、
地
域
交

流
会
「
ど
う
も

ど
う
も
♡
」
を
開

催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

目
的

・
地
域
の
中
学
校
と
し
て
愛
さ
れ

て
き
た
末
崎
中
学
校
の
閉
校
を

前
に
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
を

伝
え
る
。

・
自
分
た
ち
が
学
習
し
て
き
た
防

災
学
習
の
内
容
と
地
域
の
方
々

と
の
経
験
を
互
い
に
学
び
合
う

こ
と
で
、
地
域
全
体
の
防
災
へ

の
関
心
を
高
め
る
。

・
今
ま
で
の
学
習
と
経
験
を
生
か

し
、
９
年
間
の
義
務
教
育
の
集

大
成
と
し
て
協
力
し
て
取
り
組

む
。

日
時

令
和
６
年

月

日
（
水
）

11

13

午
後
２
時
～

場
所

末
崎
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

参
加
者

３
年
生

名
26

１
年
生

名
（
わ
か
め
販
売
）

26

当
日
の
内
容

年
生
の
活
動

（ 1）
1現

校
名
最
後
の
ワ
カ
メ
販
売

同
校
で
は
、
「
海
と
生
き
る
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
総
合
的
学
習
の

一
環
で
平
成

年
か
ら
生
徒
ら
が

14

ワ
カ
メ
養
殖
を
体
験
。

月

日
に
は
、
盛
岡
市
内
の

9

5

箇
所
で
「
ふ
れ
あ
い
わ
か
め
販

2売
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

年
生
の
活
動
内
容

(2)
3

・
ソ
ー
ラ
ン
演
舞

・
防
災
学
習

・
紙
芝
居
（
大
和
田
恵
美
子
氏
）

・
合
唱
（
あ
さ
が
お
・
ふ
る
さ

と
・
末
崎
中
学
校
校
歌
な
ど
）

時

分
～
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

15

40

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

色
々
な
触
れ
あ
い
が
あ
り
ま
す
‼

★

地

域

公

民

館

長

の
協

力

で
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
様
子

末
崎
地
区
公
民
館
主
催

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

月

日

（

日

）

小

細

浦

グ

9

29

ラ

ウ

ン

ド

・

ゴ

ル

フ

場

で

名
20

の

参

加

に

よ

り

開

催

さ

れ

ま

し

た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

古
澤
範
雄

打
61

準
優
勝

佐
藤
優
子

打
①

63

第

３

位

熊
谷
哲
男

打

①

63

大

会

当

日

は

、

秋

晴

れ

の

い

い

天

気

と

な

り

絶

好

の

大

会

日

和
と
な
り
ま
し
た
。

参

加

頂

き

ま

し

た

皆

様

に

は

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

宮古市 黒森神楽 宿の床の間でシトギを食べている

(宮古市教育委員会発行 黒森神楽～その歴史と信仰から)

デジタル公民館まっさき HP https://www.massaki.jp/

第３５８号

令和６年１０月２１日

大船渡市立

末崎地区公民館
電話（F兼）29-2955津 波 な ん か に

負 け な い ！


